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丹波国篠山城絵図（元文2年）

52

市指定
所在地：河原町

丹波国篠山城絵図（享保3年） 市指定
所在地：呉服町

元文2年（1737）の篠山
城絵図で、中門の東西南
の石垣と枡形

ますがた

外側石垣が
はらんだことにより、当
時の藩主松平信岑がその
修理伺いを幕府に提出し
た際の控えである。同年5
月22日に提出し、12日後
の6月4日に補修を可とす
る三老中連名の返書がつ
いている。
幅66㎝、高さ57㎝。

民家の土蔵から発見さ
れた絵図で、現存する篠
山城石垣修理絵図の中で
は最も古い。享保3年
（1718）の年号が入り、篠
山藩主松平信岑の時のも
のである。三の丸米蔵の
石垣が崩れたので、幕府
へ修理の伺いを出した際
の控えである。

たんばのくにささやまじょう

えず（げんぶんにねん）

たんばのくにささやまじょう

えず（きょうほうさんねん）


